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令和３年４月１日

各 部 長

首 席 監 察 官 殿

各 所 属 長

警 務 部 会 計 課 長

交際費の執行基準及び会計処理要領について（連絡）

三重県警察における交際費は、下記により取り扱うこととするので誤りのないよ

うにされたい。

記

１ 交際費の執行範囲、執行者の範囲、限度額等及び情報公開

交際費の執行基準及び会計処理要領については 「部（局）長等交際費執行基、

」（ 、 、 。 「 」準 平成８年１１月８日付け 財第１００８号 総務部長通知 以下 執行基準

という ）に基づき取り扱うものとする。ただし、執行基準２(2)に規定する「部。

（局）長が認め、指定した者」は、部課長（三重県警察の処務及び勤務に関する

訓令（昭和４５年三重県警察本部訓令第１０号）第２条第１１号に規定する「部

課長」をいう ）及び警察署長とする。。

２ 交際費の執行要領等

(1) 執行要領

ア 申請

執行者は、交際費による支払が発生し、必要とするときは交際費交付・支

（ ） 、 （ 「 」 。）払申請書 様式第１ により 警務部会計課長 以下 会計課長 という

を経て申請するものとする。この場合、三重県会計規則（平成１８年三重県

規則第６９号。以下「会計規則」という ）に基づく資金前渡により所属で。

支払うものは、会計課長へ予算の配分を申請するものとする。

イ 予算（交際費）の配分

会計課長は、アの申請のあった所属に予算（交際費）を配分するものとす

る。

ウ 所属による執行

イの予算の配分を受けた所属長は、会計規則に基づき、支出命令により資
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金前渡受者に資金を交付し、現金による支払手続を行うものとする。この場

合、相手から領収書を徴するものとする。

なお、通常の前渡資金が間に合わない緊急の支払に対応する場合は、所属

が管理する前渡資金（常時経費）から現金で支払うものとする。

エ 口座振込みによる支払

口座振込みによる支払が可能な物品代金等については、履行確認の後、速

やかに請求書及び納品書を会計課長に提出するものとする。この場合、所属

、 、 。の発注担当者は 納品書の余白へ検査年月日を記入し 署名するものとする

請求書を受理した会計課長は、会計規則に基づき債権者に代金を支払うもの

とする。

(2) 資金前渡の精算

(1)により資金前渡で支払った所属の資金前渡受者は、会計規則に基づき精

算を行うこと。

(3) その他

(1)により交際費を執行した際、領収書を徴することができなかったときは、

交際費支払証明書（様式第２）を作成すること。
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様式第１

三 重 県 警 察 本 部 長 殿

所属長

交 際 費 交 付 ・ 支 払 申 請 書

執 行 者

支 払 額

（ 申 請 額 ）

相 住 所

手

氏 名

方 ( )団 体 名 等 役 職 及 び 氏 名

支払（予定）年月日

支 払 理 由

□ 口座振込

振 込 先 銀行 支店

預金種別 口座番号

口座名義人

支 払 方 法

□ 前渡資金による所属執行

□ 前渡資金（通常）

□ 前渡資金（常時経費）
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様式第２

交 際 費 支 払 証 明 書

執 行 者

支 払 額

相 住 所

手

氏 名

方

( )団 体 名 等 役 職 及 び 氏 名

支 払 年 月 日

支 払 理 由

備 考

上記のとおり支払したことを報告します。

年 月 日

所属、職名、氏名

上記のとおり相違ないことを確認する。

年 月 日

所属長、職名、氏名


